
心臓の動きを正常な動きに戻すことを試みる医療機器です。 　　　　ケースをあけると自動的に電源が入ります。

2004年7月から、一般の人にも使用が認められています。 　　　　音声ガイドで操作手順・処置方法が指示されます。

最も大切なのは、絶え間ない胸骨圧迫（心臓マッサージ）です。 　　　消防署が行っています。　

（AEDがなくても、救急車が到着するまで、心臓マッサージを続けましょう） 　　　　★西消防署 ℡26-0333（代表）

　　　　★東消防署 ℡74-8903（代表）

　　　　　　　詳しくは各消防署へ

悪意または重過失が無ければ、救急蘇生法の実施者が救急患者などから責任を問われる

ことは無いとされています。

    　　 早期　119番通報　救急車を呼びましょう

①人工呼吸1回 　　　②人工呼吸1回 　　　　③心臓マッサージ30回 　　　　④人工呼吸2回
（約100回/分）

③④をくり返します

　　※心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法等の講習会については、消防署等で行われています。万が一に備えて、受講をおすすめします。

    　　 早期　心肺蘇生法　人工呼吸と胸骨圧迫をくり返し、脳や臓器に酸素を送ります

　心肺蘇生法は中断しない。ＡＥＤが到着するまで絶え間なくします。

　　　　早期　ＡＥＤ使用　ＡＥＤを使用して心臓の震えを取り除きます

ＡＥＤって何ですか? ＡＥＤの使い方は?

ＡＥＤが到着するまで何ができますか?

善意でＡＥＤを使用した場合の免責規定な
どはあるのですか?

ＡＥＤの講習会は?


